
 

 

 

 

 

 

【提案・要望先】内閣府 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「こどもまんなか社会」の実現に向けては、地域社会、企業など様々な場で、年

齢、性別を問わず、全ての人が子どもや子育て中の方々を応援するとともに、子ど

もや子育て中の方々がそのことを実感できるよう、社会全体の構造や意識の改革

を進める取組の着実な実施が必要。 

○ ６月に閣議決定された「こども未来戦略方針」において、意識改革に国民運動と

して取り組むことが示されたところであり、子ども・子育て政策を実効あるものと

するためには、国や地方団体だけでなく、企業や民間団体、個人をも巻き込んだ取

組が重要であると共感するところ。 

○ 本県では、コロナ禍を過ごす３万人を超える子どもたちの声から、子どもたちの

笑顔を増やし、生き生きと過ごすための生活様式である「すまいる・あくしょん」

を策定し、参画する事業者とともに社会の行動変容に繋がる事業を独自にいち早

く展開している。 

○ 国においても、地方での取組と十分に連携し、子どもや子育て中の方々の声を大

事にした施策を確実に展開するとともに、社会全体の気運醸成および国民の行動

変容の実効性を保つことが必要。 

子どもや子育て中の方々の声を踏まえた施策展開 

○ 子どもや子育て中の方々の声を大事にした施策の確実な展開と国民運動による

気運醸成 

１．提案・要望内容 

 社会全体の構造・意識の改革を進めることにより、子ども・子育てにやさしい社会

の実現を図る。 

２．提案・要望の理由 

子どもにやさしい社会づくりのための施策展開 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「すまいる・あくしょん」 

○ コロナ禍の下で子どもの笑顔を増やすために、みんなが取り組める行動や方法、

条件などを、約３万人の子どもの声を集め、子ども目線の新しい行動様式として策

定した。（令和２年 10 月） 

○ 専用 Web サイトや体験型イベント 

（R4 来場者約 2,600 人）の開催等を 

通じて周知を行い、趣旨に賛同する 

民間企業や団体を募り、取組を広げ 

ている。 

○  「すまいる・あくしょん宣言」 

企業・団体数 125 者（R5.8.9 時点） 

                  

(2) 「滋賀で誕生ありがとう事業」 

○ 滋賀で誕生した子どもやその家族に「おめでとう」「ありがとう」の気持ちを届

け、社会全体で子育てを応援していることを示すとともに、応援の気運を醸成する

ため、企業等と連携して、滋賀ならではのお祝いの品や、協賛品、子育てリーフレ

ット等を届け、その訪問の際に状況を把握して、必要な支援につなげている。 

○ 実績 令和４年度申込件数 6,290 件 

令和４年度協賛企業数 17 社（資金協賛２社、物品協賛 12 社、役務協賛３社） 

対象者アンケート結果（R3） とても嬉しい 75.7％ 嬉しい 22.6％ 普通ほか 1.7％ 

 

(3)「子ども連れや妊娠中の方の外出にやさしい取組」 

○ 子どもの笑顔と幸せがあふれる社会を目指し県立施設や庁舎 

の窓口等において、子ども連れや妊娠中の方が気兼ねなく外出 

できるよう、子ども連れや妊娠中の方の外出にやさしい取組を 

公表し、趣旨に賛同する民間企業や団体を募り、取組を広げて 

いる。                                        

  

  

 

 

 

 

 

 

（本県の取組状況と課題） 

担当：健康医療福祉部子ども・青少年局子ども未来戦略室 
TEL 077－528－3573 

▪ 「子どもの笑顔と幸せあふれる滋賀」を 

 目指して、行政、地域、企業等が連携し 

 て取り組んでいることを全国に発信。 

 

▪ 子どもを生み、育てることは負担にもま  

 して、「楽しい・毎日が充実している」  

 というポジティブキャンペーンを展開。 

①県税事務所や警察署の受付窓口での優先案内 

②県立施設での子ども連れ等に配慮した駐車区画の設定 

③授乳時に医務室等を開放するなどの待合・休憩等スペース

サービスの提供 

④県立施設の観覧料等の無料化 

県立施設での取組 


